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当神社の四季折々の様子などを発
信しています。皆様のフォローをお
願いします。また、個人で神社の
写真をアップされる際は「# 寒川神
社」をつけてください。

当神社の祭事のほか、貴重な資料
などを定期的に更新しています。
皆様のチャンネル登録をお願いし
ます。

当神社の祭事、行事の最新情報を
発信しています。インスタ以外の情
報もお送りしていきますので「友だ
ち」登録をお願いします。

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム 公式チャンネル 公式ラインアカウント

※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

神苑で大明神様との御神縁を深めましょう

神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑
9：00～16：00
毎週月曜日は休苑（祝祭日は開苑）

神苑内では茶屋「和楽亭」にて抹茶と和菓子を
お楽しみいただけます。（500円より思召し）
神楽舞と雅楽の奉奏は7月及び8月はお休みし、9月より再開致します。
日程は決まり次第、当神社ホームページにてお知らせ致します。

神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。
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宮
山
神
輿
愛
好
会
は
、
昭
和
52
年
に
発
足

さ
れ
寒
川
神
社
の
氏
子
と
し
て
神
道
の
継
承

を
尊
び
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
品
位
の
向
上

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
神
輿
渡
御
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
そ
の
多
く
が
中
止
と
な
る
中
、

神
社
の
た
め
に
何
か
奉
仕
を
行
い
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
５
月
３
日
に
参
道
の
清
掃

奉
仕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
諸
行
事
へ
の
参
加
や
伝
統
の
継

承
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
愛
好
会
の
皆

様
方
の
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を

祈
念
致
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
、
日
頃
よ
り
神
社
の
運
営
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
町
内
の
神
社
の
総

代
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
全
総
代
会
が
、
当

神
社
参
集
殿
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
本
年
も
神
社
ご
と
の
総
代
の
人
数
を

限
定
し
て
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年

間
祭
事
や
令
和
３
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
、

青
少
年
育
成
活
動
な
ど
社
務
全
般
の
報
告
が

な
さ
れ
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ

た
浪
速
神
楽
講
習
会
が
、
６
月
22
日
か
ら
24

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
講
習
会
は
昭
和
45
年
に
第
1
回
目
が
開

催
さ
れ
、
当
初
か
ら
津
守
神
社
宮
司	

今
江

隆
道
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
本
年
51

年
目
を
迎
え
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

浪
速
神
楽
は
当
神
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
奉
奏
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
参
拝
の

折
に
雅
で
軽
や
か
な
笛
の
音
色
が
聞
こ
え
ま

し
た
ら
、
心
静
か
に
神
人
合
一
の
場
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に
つ
い
て
し

ま
っ
た
様
々
な
罪
や
穢け
が

れ
を
祓
い
清
め
、
清

ら
か
な
心
身
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、
次
の
半

年
間
を
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
念
す
る
水

無
月
大
祓
式
並
茅
の
輪
神
事
が
６
月
30
日
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
祓
式
は
年
に
２
回
斎
行
さ
れ
、
６
月
の

大
祓
は
「
夏な

越ご
し

の
祓
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

本
年
は
昨
年
同
様
コ
ロ
ナ
禍
で
の
斎
行
と

な
っ
た
た
め
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら

密
集
を
避
け
て
執
り
行
い
ま
し
た
。（
大
祓
式

に
つ
い
て
の
詳
細
は
本
誌
第
508
号
に
掲
載
）

　

境
内
の
桜
が
満
開
に
な
る
頃
、
寒
川
大
明

神
を
崇
敬
す
る
講
員
一
同
が
日
頃
の
御
神
徳

に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
御
神
前
に
神
楽
を
奉

納
し
地
域
の
安
全
と
講
員
の
無
病
息
災
を
祈

念
す
る
年
参
講
大
祭
が
４
月
3
日
・
4
日
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
祭
典
に
あ
わ
せ
て
境
内
で
は
例
年
、

奉
納
演
芸
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
19
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
当
神
社

の
神
職
・
巫
女
を
対
象
と
し
た
浦
安
の
舞
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
天あ
め
つ
ち地
の	

神
に
ぞ
祈
る	

朝
な
ぎ
の	

海
の

ご
と
く
に	

波
た
た
ぬ
世
を
」

　

昭
和
天
皇
御
製
を
基
に
、
昭
和
15
年
に
皇

紀
二
六
〇
〇
年
を
奉
祝
し
て
作
曲
・
振
付
さ

れ
た
も
の
で
、
当
神
社
の
例
祭
、
結
婚
式
な

ど
で
奉
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
は
、
神
社
音
楽
協
会
会
長	

先
﨑

徑
子
先
生
の
指
導
の
下
、
舞
に
対
す
る
心
構

え
と
御
神
前
で
の
奉
仕
の
重
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
荒
波
が
一
日
も
早
く
収
ま
り
、
穏
や
か
な

日
常
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
御
製
を
唄
い
な
が

ら
一
心
に
願
い
、
舞
の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。

　
「
２
０
２
１
寒
川
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」（
５

月
９
日
）と
し
て
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
と
大

分
ト
リ
ニ
ー
タ
と
の
試
合
が
レ
モ
ン
ガ
ス
ス

タ
ジ
ア
ム
平
塚
に
て
開
催
さ
れ
、
こ
れ
に
先

立
ち
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
必
勝
祈
願
に
ク
ラ

ブ
マ
ス
コ
ッ
ト
の「
キ
ン
グ
ベ
ル
Ⅰ
世
」が
当

神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

試
合
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
地
元
サ

ポ
ー
タ
ー
が
多
く
見
守
る
中
キ
ッ
ク
オ
フ
。

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
は
2
対
0
で
勝
利
を
収

め
、
会
場
は
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
今
後
も
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

寒

川

神

社

社

務

報

告

4
月

1
～
10
日	
第
51
回
学
齢
児
図
画
展

	

3
・4
日	

宮
山
年
参
講
大
祭

19
～
22
日	

浦
安
の
舞
講
習
会

	

29
日	

昭
和
祭

5
月

		

5
日	

國
府
祭
奉
告
祭

	
	

〃	

國
府
祭
総
社
御
大
祭

	

20
日	

客
殿
地
階

	
	

　

周
辺
改
修
工
事
清
祓

6
月

		

1
日	

寒
川
神
社
全
総
代
会

22
～
24
日	

浪
速
神
楽
講
習
会

	

30
日	

水
無
月
大
祓
式

	
	

　
　

並
茅
の
輪
神
事

	
	

　
　
　
　
　

並
大
祓
祈
願
祭

毎
月
１
日
・
20
日

	
	

月
次
祭
併
せ
て

	
	

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

	
	

　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祭

毎
日	

日
供
祭
に
併
せ
て

	
	

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

	
	

　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祝
詞
を
奏
上

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

宮
山
神し

ん

輿よ

愛
好
会
清
掃
奉
仕

水
無
月
大
祓
式
並
茅
の
輪
神
事

浪	
速	

神	

楽	

講	

習	

会

全　

総　

代　

会

年　

参　

講　

大　

祭

浦
安
の
舞
講
習
会

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
必
勝
祈
願

年参講大祭湘南ベルマーレ必勝祈願宮山神輿愛好会清掃奉仕全総代会浪速神楽講習会

昭和祭浦安の舞講習会

浦安の舞講習会

湘南ベルマーレ必勝祈願宮山神輿愛好会清掃奉仕流鏑馬（写真提供：伊勢山皇大神宮）浪速神楽講習会

　

横
浜
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
伊
勢

山
皇
大
神
宮
の
創
建
一
五
〇
年
記

念
事
業
と
し
て
、
武
田
流
に
よ
る
流

鏑
馬
が
５
月
16
日
に
み
な
と
み
ら

い
臨
港
パ
ー
ク
に
て
執
り
行
わ
れ
、

当
神
社
か
ら
３
名
の
神
職
が
射
手

と
し
て
奉
仕
致
し
ま
し
た
。

伊
勢
山
皇
大
神
宮

創
建
一
五
〇
年
記
念

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
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國こ

う

の

ま

ち

府
祭
ご
報
告

※
本
年
の
國
府
祭
は
、
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
と
し
て
、
神
輿
渡
御
な
ど
は
中
止
と

　

な
り
ま
し
た
が
、
各
神
社
と
六
所
神
社
に
お
い
て
関
係
者
の
み
で
祭
典
を
行
い
ま
し
た
。

③５月５日　午前９時　國府祭奉告祭　斎行
当神社の御神前に茅巻と守公神を献備して、座問答神事奉仕者の小菅氏と、奉迎使として山口総代長他神社関係者
のご参列の下、「國府祭奉告祭」を斎行致しました。

⑤５月５日　午前11時30分　相模國府祭総社御大祭　斎行
各神社の守公神が六所神社に納められ、相模國府祭総社御大祭が厳粛に斎行されました。
祭典では相模國の天下泰平・五穀豊穣、さらには新型コロナウイルス感染症の早期終息
が祈念されました。祭典終了後、境内において国司の歓迎の舞である「鷺の舞」が披露さ
れました。

④５月５日　午前10時50分
　古式「座

ざ

問
もん

答
どう

」　斎行
当神社で祭典後、大磯町の六所神社に寒川神社・川

かわ

勾
わ

神社・比々多神社・前
さき

鳥
とり

神社・平塚八幡宮の各神社が参集して、
境内にて２年ぶりの古式「座問答」を斎行致しました。

②５月４日
職員が茅巻を奉製

①５月１日～５日
國府祭特別朱印を頒布

　

終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、先
の
大
戦
に
て
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊
へ
の
慰
霊
と
、世
界

の
恒
久
平
和
の
祈
り
を
込
め
て
相
模
薪
能
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

日
本
固
有
の
優
れ
た
古
典
芸
能
「
能
」の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

一
、日  

時	

８
月
15
日（
日
）
　
午
後
５
時
30
分
開
演
／
午
後
８
時
終
演
予
定

一
、場  

所	

寒
川
神
社　

境
内
特
設
能
舞
台

第
五
十
二
回

《
鑑
賞
の
ご
案
内
》

【受付開始】	７月１日以降の消印有効
	 ※ 6/30以前の消印、記入漏れは無効
【規定人数】	300名（中学生以上）
	 ※申込多数の際は抽選させていただく場合があります
	 ※ 8/1より順次鑑賞券をお送り致します
【申込方法】	往復はがきに①住所、②氏名、③年齢、④電話番号を
	 楷書で明記して申込　※１人１枚　※鑑賞券の転売禁止

【申	込	先】	〒253-0195　神奈川県高座郡寒川町宮山3916
	 寒川神社　相模薪能係
【お問合せ】	0467–75–0004㈹
	 ※往復はがき以外の方法ではお申込みはできません

［
往
信
面
］

［
返
信
面
］

新型コロナウイルス感染症に関する状況により中止になる可能性が
ありますのでご承知おきください

【
演
目
・
演
者
】

能	

『
箙え

び
ら

』

中
森　

健
之
介
ほ
か

狂
言	

『
墨す

み

塗ぬ
り

』

野
村　

萬
斎　
ほ
か

能	

『
鉄か

な

輪わ

』

観
世　

喜
正　
ほ
か箙

えびら

　

７
月
の
海
の
日
に
寒
川
神
社
を
斎
主
と

し
て
、
寒
川
町
と
茅
ヶ
崎
市
の
各
神
社
の

神
輿
約
40
基
が
夜
明
け
と
と
も
に
茅
ヶ
崎

の
南
湖
の
浜
に
参
集
す
る
浜
降
祭
は
、
乱

舞
す
る
勇
壮
華
麗
な
神
輿
の
姿
か
ら
「
暁

の
祭
典
」と
も
呼
ば
れ
、
湘
南
地
方
を
代

表
す
る
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
マ
オ
リ
」と
は
海
辺
に
お
け
る「
禊み

そ
ぎ

」を

意
味
し
て
お
り
、「
海
水
」の
持
つ
神
聖
な
力

を
用
い
て
心
身
と
も
に
清
め
、さ
ら
な
る
御

神
威
の
発
揚
を
図
り
、五
穀
と
と
も
に
海
産

物
の
豊
穣
を
祈
念
す
る
お
祭
り
で
す
。

　

本
年
3
月
15
日
、
浜
降
祭
供
奉
神
社

宮
司
会
に
お
い
て
、
本
年
の
浜
降
祭
に
つ
い

て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
斎
行
日

の
変
更
も
含
め
た
協
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
本
年
も
神
輿
の
渡
御
並
び

に
南
湖
の
浜
に
お
け
る
合
同
祭
典
は
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、7
月
22
日（
海
の
日
）に
当
神
社
に

お
き
ま
し
て
浜
降
祭
奉
告
祭
を
関
係
者
の

み
で
斎
行
致
し
ま
す
。

　

現
在
の
感
染
症
の
状
況
が
1
日
で
も
早

く
終
息
し
、
来
年
こ
そ
は
盛
大
に
祭
典
が

執
り
行
え
る
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。

浜は
ま

降お
り

祭さ
い 

中
止
の
お
知
ら
せ

【昨年の浜降祭奉告祭】
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令和3年度入館式・活動の様子

　本年1月から6月までの活動を振り返ると、鏡開きの中止、
春キャンプの自粛、5月のボーイスカウトまつりの延期と、新
型コロナウイルス感染症の影響により、今まで通りの野外活
動を中心としたボーイスカウトらしい活動が思うようにできない
日々が続きました。
　そのような状況の中、3月下旬にボーイ隊とベンチャー隊の
上進式、4月にはカブ隊の入隊式を無事に行い、6月13日に

は発団記念奉告祭と神饌田の田植えを団委員、指導者、ス
カウト参加の下、2年ぶりに実施することが団関係者の協力に
より叶いました。当日は、奉告祭に参列の後、隊ごとに時間
を分けて、密になることを避けながら田植えを実施しました。
　今後も宿泊を伴う活動や公共交通機関を利用した活動など
に制限をかけざるを得ない状況が続くことが想定されますが、
スカウト関係者からは「スカウトたちにとって今年の夏は一度し
かない。何か思い出に残ることを…」という声も上がっている
ことから、団としてはスカウトの健康と安全を第一に考えつつ、
自然とともにボーイスカウトらしい活動が実施できるよう知恵を
絞ってまいりたいと思います。

青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館

スカウト募集中！小学1年生以上の男女 問合せ 寒川神社少年館内
ボーイスカウト事務局 Tel.0467ｰ74ｰ0551

上進式 発団記念奉告祭

ボーイスカウト
寒川第二団

青少年だより
BS

　4月1日、寒川神社少年館では入館奉告祭と入館式を
執り行いました。
　御本殿で行われた入館奉告祭では、新入館生が玉串
を捧げて、これからの少年館活動が安全で実りあるもの
になるよう寒川大明神様にお祈りしました。
　新学期が始まってから約３か月が経過しましたが、入館
式では少し緊張気味だった新入館生も少しずつ慣れてい
き、利根館長をはじめ先生や上級生たちに見守られなが
ら、さまざまなことを学び、吸収しています。

令
和
三
年
九
月
十
九
日
・
二
十
日

　

例
祭
は
、
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
お
い
て

年
に
一
度
、
御
祭
神
や
神
社
に
特
別
な
由
緒
が

あ
る
日
に
行
う
祭
典
で
す
。

　

当
神
社
の
例
祭
日
の
由
緒
に
つ
き
ま
し
て
は
、

明
治
44
年
に
発
行
さ
れ
た『
寒
川
神
社
志
』に

よ
り
ま
す
と
元
慶
８
年（
8
8
4
年
）9
月
20
日

朝
廷
よ
り
神
階
正
五
位
下
を
賜
り
、昇
階
し
た

こ
と
に
対
す
る
祝
祭
と
記
載
が
あ
り
、
由
緒
の

１
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
神
社
の
例
祭
は
、
氏
子
崇
敬
者
が

寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
を
讃
え
、日
頃
の
御
神
恩

に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
と
し
て
、神
社
本
庁
よ
り

献
幣
使
が
参
向
さ
れ
厳
修
さ
れ
ま
す
。

◇
お
知
ら
せ
◇

　

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め

７
月
１
日
現
在
、
例
祭
及
び
流
鏑
馬
神
事
他
の
開
催
に

関
し
て
は
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
種
行
事
の
情
報
に
関
し
て
は
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　現在も新型コロナウイルス感染症の影響は続いていま
す。当館と致しましては講座の人数制限とともに、館内の
感染症対策を取りながら各講座を行っています。
　今後も日々の活動を通して館生たちが元気に明るく成長
してくれることを願います。

～上進式・
発団記念奉告祭・
神饌田田植え～

神饌田田植え
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郵
送
料
（
全
国
一
律
）

中式5件まで
800円

大式4件まで

上記以外 1,000円〜
※郵送料が不明の際は

お問合せください

郵送による御祈願のご案内
当神社では、さまざまな事情により参拝が叶わない方々のために、郵送による御祈願を承っております
下記要領にてお申込みいただけます。なお、お電話でのお申込みは承っておりません

※払込／振込の場合は 「御祈願料」および「郵送料」を事前に納入してください

※「依頼人欄」に住所·
　氏名 · 電話番号を
　必ずご記入ください

※通常の封書ではなく、必ず
　現金書留で送付してください

《口座番号》
00280-9-82500
《加入者名》
寒川神社　郵送祈祷

《銀行名 · 店名》ゆうちょ銀行　０２９店
《種　　　　目》当座預金
《口  座  番  号》００８２５００
《名　　　　義》寒川神社　郵送祈祷

０４６７‐７５‐９５９５

お
願
い
事
一
覧

八方除 厄除 家内安全 商売繁昌
（会社名・代表者名）

身体健全 病気平癒
（病名・入通院先） 開運招福 交通安全

（車のナンバー）

学業成就 合格祈願
（第一志望校・試験日）

旅行安全
（行先・日程） 心願成就

新築改築方除
（施工場所住所・工期）

住居移転方除
（移転先住所・移転日）

御
祈
願
料

中式 3,000円以上

大式 5,000円以上

当座式 10,000円以上

一代式 30,000円以上

永代式 50,000円以上

※（　）があるものは、（　）内の情報もご記入願います　※上記以外にもお願い事がございます
※何のお願い事にあたるのか不明な際は、用紙にお願い事の内容をできるだけ詳細に記入してください
　当方で判断し、最も相応しい御祈願をさせていただきます

【お問合せ】寒川神社郵送祈祷 係

☎︎0467-75-0004㈹　8：30〜17：00

❷
❹
❻

授与品（神札・お守り）の郵送対応のご案内
当神社では、コロナ禍の影響により参拝が叶わない方々のために、郵送による授与品の申込を承っております

下記要領にてお申込みいただけます。なお、お電話でのお申込みは承っておりません

◇右記の「郵送用授与品申込用紙」を記入
当神社ＨＰ【お知らせ欄】「お守り、お札などの授与品に関する郵
送対応について」内にてＰＤＦデータのダウンロードができますので、
印刷してご利用ください
このページでは、郵送対応可能な授与品の一覧もご覧いただけます

申込日（お送りになる日）·氏名·お届け先 ·連絡先を
明記の上、お受けになりたい神札·お守りの数量と
初穂料の小計・合計（送料含む）を記入してください

◇現金書留で送付
現金書留封筒に①「郵送用授与品申込用紙」、②「初穂料合計」、③「送料（全国一律 500円）」

を同封して下記までお送りください

申 込 方 法

【お問合せ】寒川神社　☎︎0467-75-0004㈹　8：30〜17：00
当神社へお越しいただいての授与もお待ちしております

▲	八方除大麻
初穂料 1,000円

▲	大祓守
初穂料 1,000円

▲	八方除　幸福を呼ぶお守り
（袋型、カード型）各5色

初穂料 各1,000円

▲	交通安全守（6色）
初穂料 各500円

▲	厄難除氣守（3色）
初穂料 各500円

▲	学業成就守（3色）
初穂料 各500円

　

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
授
与
品
は
一
部
で
す
。
当
神
社

H
P
に
一
覧
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
下

記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
は
、
申
込
用
紙
·
授
与
品
一
覧
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ペ
ー
ジ
に
直
接
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

申込日

氏  名

連絡先

授与品名 数 初穂料 小計 授与品名 数 初穂料 小計

神宮大麻 1,000

神社大麻 1,000

八方除大麻 1,000

火難除大麻 1,000 交通安全守（青） 500

盗難除大麻 1,000 交通安全守（紫） 500

八方除守 500 交通安全守（緑） 500

安産守 1,000 交通安全守（赤） 500

交通安全守（白） 500

交通安全守（黄） 500

願掛け絵馬 500

厄落し絵馬 500

神馬絵馬　 500

合格守 1,000

大祓守 1,000

旅行安全守 1,000

十二支守（子） 500

十二支守（丑） 500

十二支守（寅） 500

十二支守（卯） 500

十二支守（辰） 500

十二支守（巳） 500

十二支守（午） 500

十二支守（未） 500

交通安全ステッカー守　 1,500 十二支守（申） 500

十二支守（酉） 500

十二支守（戌） 500

十二支守（亥） 500

八方除こども守 500

心願守 1,000

健康招徳守 500

交通安全木札 1,000 魔除みすず 1,000

駒札守 500 500送　料

下記の通り申込みます。

令和　 年 　 月　 　日

お届け先
〒

小槌守（赤・緑・白）
※色をお選び下さい

相模國一之宮　寒川神社

500

500

500

500

鍵守（赤・紫・白）
※色をお選び下さい

500

八方位交通安全守
 緑・赤・黄・白・紫
※色をお選び下さい

1,000

1,000
幸運を呼ぶ御守
  黄　(袋)

1,000

幸運を呼ぶ御守
  青　(袋)

1,000

1,000

反射板（オレンジ・
　黄・ピンク）
※色をお選び下さい

厄難除氣守
（紺・黄・赤）
※色をお選び下さい

1,000
幸運を呼ぶ御守
  紫　(カード）

1,000

1,000

追突防止板
 緑・赤・黄・白・青
※色をお選び下さい

500

1,000

学業成就守
（赤・白・紫）
※色をお選び下さい

合　計

郵 送 用　授 与 品 申 込 用 紙

ご希望の授与品の数量と金額をご記入下さい。

幸運を呼ぶ御守
  白　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  紫　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  青　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  黄　(カード）

1,000

1,000

幸運を呼ぶ御守
  白　(カード）

申込日

氏  名

連絡先

授与品名 数 初穂料 小計 授与品名 数 初穂料 小計

神宮大麻 1,000

神社大麻 1,000

八方除大麻 1,000

火難除大麻 1,000 交通安全守（青） 500

盗難除大麻 1,000 交通安全守（紫） 500

八方除守 500 交通安全守（緑） 500

安産守 1,000 交通安全守（赤） 500

交通安全守（白） 500

交通安全守（黄） 500

願掛け絵馬 500

厄落し絵馬 500

神馬絵馬　 500

合格守 1,000

大祓守 1,000

旅行安全守 1,000

十二支守（子） 500

十二支守（丑） 500

十二支守（寅） 500

十二支守（卯） 500

十二支守（辰） 500

十二支守（巳） 500

十二支守（午） 500

十二支守（未） 500

交通安全ステッカー守　 1,500 十二支守（申） 500

十二支守（酉） 500

十二支守（戌） 500

十二支守（亥） 500

八方除こども守 500

心願守 1,000

健康招徳守 500

交通安全木札 1,000 魔除みすず 1,000

駒札守 500 500送　料

下記の通り申込みます。

令和　 年 　 月　 　日

お届け先
〒

小槌守（赤・緑・白）
※色をお選び下さい

相模國一之宮　寒川神社

500

500

500

500

鍵守（赤・紫・白）
※色をお選び下さい

500

八方位交通安全守
 緑・赤・黄・白・紫
※色をお選び下さい

1,000

1,000
幸運を呼ぶ御守
  黄　(袋)

1,000

幸運を呼ぶ御守
  青　(袋)

1,000

1,000

反射板（オレンジ・
　黄・ピンク）
※色をお選び下さい

厄難除氣守
（紺・黄・赤）
※色をお選び下さい

1,000
幸運を呼ぶ御守
  紫　(カード）

1,000

1,000

追突防止板
 緑・赤・黄・白・青
※色をお選び下さい

500

1,000

学業成就守
（赤・白・紫）
※色をお選び下さい

合　計

郵 送 用　授 与 品 申 込 用 紙

ご希望の授与品の数量と金額をご記入下さい。

幸運を呼ぶ御守
  白　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  紫　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  青　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  黄　(カード）

1,000

1,000

幸運を呼ぶ御守
  白　(カード）

1,0001

2,0002

例：「幸運を呼ぶ御守」の黄（カード型）１体と白（袋型）2体の場合

※色等のお間違いがないようご注意ください

送付先
申込用紙到着後
１週間程度で
お届けします

相
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第
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
４
波
が
猛
威
を

振
る
っ
て
い
た
令
和
３
年
４
月
１
日
、寒
川
神
社

の
医
療
部
門
で
あ
る
寒
川
病
院
、さ
む
か
わ
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
し
て
介
護
老
人
保
健
施

設
で
あ
る
神
恵
苑
が
１
つ
の
部
門
と
な
っ
た
医
療

福
祉
統
括
本
部
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。大
変
僭

越
な
が
ら
私
が
そ
の
本
部
長
並
び
に
神
恵
苑
の

苑
長
を
仰
せ
付
か
り
ま
し
た
の
で
一
言
、ご
挨
拶

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
寒
川
病
院
、さ
む
か
わ
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、神
恵
苑
は
神
社
の
傘
下
で
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
形
で
経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今

回
、将
来
の
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
、こ
れ
ら

を
一
元
的
に
管
理
し
、繋
ぎ
目
の
な
い
医
療
と

福
祉
を
地
域
に
お
届
け
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
統
括
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
改
め
て
、各
々
３
施

設
の
沿
革
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

寒
川
病
院
は
昭
和
44
年
に
寒
川
神
社
の
御

神
威
を
い
た
だ
き
、全
国
で
唯
一
の
神
社
経
営
の

医
療
機
関
と
し
て
寒
川
外
科
医
院
が
発
足
し
ま

し
た
。そ
の
後
、有
床
診
療
所
を
経
て
昭
和
57
年

に
51
床
の
入
院
施
設
を
有
す
る
町
内
唯
一
の
急

性
期
病
院
と
し
て
増
築
さ
れ
、寒
川
病
院
と
改

名
さ
れ
ま
し
た
。平
成
16
年
に
は
今
の
場
所
に
移

転
し
、病
床
数
も
99
床
に
増
床
さ
れ
た
現
在
の

病
院
と
な
り
ま
し
た
。新
病
院
開
設
時
は
稀
で

あ
っ
た
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
及
び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
、入
院
環
境
で
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
全
室
個
室
を
採
用
し
た
構
え
と
し
ま
し
た
。

外
来
診
療
、入
院
診
療
及
び
救
急
医
療
は
元
よ

り
予
防
医
学
で
あ
る
健
診
事
業
に
も
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。令
和
元
年
10
月
19
日
に
は
病

院
創
立
50
周
年
記
念
の
祝
賀
会
を
寒
川
神
社

参
集
殿
で
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
平
成
11

年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。現
在
と
同
様
に
発
足

時
か
ら
病
院
内
に
併
設
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、徐
々
に
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
き
ま
し

た
。平
成
26
年
か
ら
は
24
時
間
対
応
の
大
型
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
多
く
の
在
宅
利
用
の
方
々
に

訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

神
恵
苑
は
平
成
２
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

入
所
数
は
90
人
で
、現
在
は
加
算
型
の
介
護
老

人
保
健
施
設
の
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。同
時

に
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
開
始
さ
れ
、入
所

と
と
も
に
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、入
院
や
外
来
の
治
療
が
必
要
な
方

に
は
病
院
で
の
医
療
を
、住
み
慣
れ
た
自
宅
で

過
ご
し
た
い
方
に
は
訪
問
看
護
及
び
訪
問
診
療

を
、そ
し
て
自
宅
が
困
難
な
方
は
施
設
へ
の
入
所

を
、そ
れ
ぞ
れ
繋
ぎ
目
な
く
提
供
で
き
る
と
思
い

ま
す
。３
施
設
が
地
域
で
役
立
つ
た
め
に
は
、ま

さ
し
く
一
体
と
な
り
、三
位
一
体
の
連
携
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。我
々
の
部
門
内
の
連
携
に

は
三
つ
の「
わ
」が
必
要
と
私
は
考
え
ま
す
。三

つ
の「
わ
」と
は
輪
に
な
っ
て
の
輪
、人
と
和
す
る

の
和
、そ
し
て
会
話
す
る
の
話
で
す
。こ
の
三
つ
の

「
わ
」を
意
識
し
て
仕
事
す
る
こ
と
が
多
職
種

で
構
成
さ
れ
る
医
療
福
祉
部
門
を
成
功
に
導
く

と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
業
界
の
み
な
ら
ず
、さ
ま
ざ

ま
な
企
業
で
大
変
な
現
在
で
は
あ
り
ま
す
が
、

我
々
は
こ
の
医
療
福
祉
統
括
本
部
の
あ
る
べ
き

姿
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、本
来
の
役
割
を
果
た

す
べ
き
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
の
皆
様
の
ご

指
導
及
び
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寒
川
神
社
医
療
福
祉
統
括
本
部
の
設
置
に
つ
い
て 

～
三
つ
の「
わ
」を
大
事
に
～

医
療
福
祉
統
括
本
部
　
本
部
長
　
神
恵
苑
　
苑
長
　
鳴
海
裕
之

神恵苑だより
相
談
窓
口

施設見学をご希望の方は、下記の電話番号まで、お問合せください。

宗教法人　寒川神社　介護老人保健施設 神恵苑
電話　0467（75）8677　　開苑時間　平日9：00〜16：00

相
模
夏
の
歌

相　

模　

詠　

草

こ
の
季
節
必
ず
な
る
の
が
皸

あ
か
ぎ
れ

な
り
指
先
五
ミ
リ
切
れ
目
は
探
し	

安
藤　
　

慧

飼
い
主
に
歩
調
あ
わ
せ
て
犬
達
は
振
り
返
り
つ
つ
散
歩
し
お
り	

稲
垣　

武
子

コ
ロ
ナ
禍
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
日
々
な
る
に
息
つ
ま
る
思
い
友
は
語
れ
り	

亀
山　

文
子

「
お
若
い
ね
」
笑
顔
ほ
こ
ろ
ぶ
瞬
間
に
年
を
言
わ
れ
て
曇
り
顔
か
な	

小
林　

篤
子

お
め
で
と
う
背
広
姿
で
み
ち
が
え
る
初
孫
成
人
吾わ

れ

見
惚
れ
お
り	

土
屋
ト
ミ
子

巣
ご
も
り
の
自
粛
生
活
お
茶
う
け
に
柚
子
白
菜
漬
け
は
冬
の
味
な
り	

徳
江　

道
子

姪
夫
婦
送
り
迎
え
し
て
わ
が
米
寿
を
祝
い
く
れ
た
り
色
紙
も
そ
え
て	

平
澤
ま
さ
え

見
上
げ
れ
ば
釣
り
針
の
月
あ
り
ぬ
こ
こ
は
海
中
？　

吾
は
鮃
か
？	

平
野　

良
三

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
わ
か
め
の
緑
鮮
や
か
に
春
を
先
取
り
今
宵
の
夕ゆ

う

餉げ	

宮
治
友
美
枝

今
ど
き
の
二
歳
の
幼
児
は
手
際
良
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
し
御
機
嫌
に
あ
そ
ぶ	

山
根
喜
美
代

吾わ

が
体
温
今
朝
も
五
度
に
は
と
ど
か
ざ
る
気
だ
る
さ
な
だ
め
ゆ
る
ゆ
る
動
く	

杉
本　

照
世

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

墓
石
の
読
め
ぬ
法
名
蝸か

た
つ
む
り牛	

根
岸　

君
子

鍬
傷
の
あ
る
筍
を
貰
い
け
り	

菅
沼
う
め
の

新
入
り
に
迷
惑
さ
う
な
金
魚
か
な	

岩
田
美
代
子

二
の
腕
の
力
強
さ
や
更

こ
ろ
も
が
え衣	

新
井　

泰
春

掬
い
た
る
金
魚
と
帰
る
姉

あ
ね
い
も
と妹	

飛
石　

槿
花

万
緑
や
山
の
祭
り
は
命
懸
け	

露
木
て
る
子

板
前
の
ね
じ
り
鉢
巻
初
鰹	

倉
谷　

節
子

春
服
を
ま
つ
毛
に
の
せ
て
も
の
言
は
ず	

石
原
美
枝
子

種
蒔
き
て
待
つ
こ
と
一
つ
増
や
し
け
り	

菅
沼　

保
幸

葉
の
裏
に
一
人
住
ま
い
の
蝸
牛	

竹
村
真
砂
美

玄
関
の
金
魚
見
て
を
り
子
猫
か
な	

宮
入　

つ
る

豆
よ
け
て
ま
た
豆
よ
け
る
豆
ご
は
ん	

猿
渡　

弥
生

初
孫
に
大
き
な
ふ
ぐ
り
菖
蒲
風
呂	

金
子　

つ
ぢ

葉
か
ら
葉
に
世
渡
り
一
生
蝸
牛	

天
沼　

子
平

語
ら
い
も
集
い
も
出
来
ず
さ
く
ら
ん
ぼ	

松
本
美
智
子

山
寺
の
長
き
石
段
か
た
つ
む
り	

伊
藤　

公
一

玄
関
に
昔
置
い
て
た
金
魚
鉢	

鈴
木
フ
ミ
子

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

人　

事

◆
退
　
職

〈
寒
川
病
院
〉

看 

護 

師	

小
泉
　
勝
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
三
年
四
月
三
十
日

看
護
補
助
者	
影
山
　
沙
織

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

◆
採
　
用

〈
参
集
殿
〉

	

堤
　
　
浩
司

参
集
殿
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
三
年
六
月
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

看 

護 

師	

藤
巻
　
晴
菜

看 

護 

師	

遠
山
　
葉
月

理
学
療
法
士	

松
永
　
愛
理

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
三
年
四
月
一
日

看 

護 

師	

福
島
　
希
美

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
三
年
五
月
一
日

臨
床
検
査
技
師	

梅
田
　
優
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
三
年
六
月
一
日

看 

護 

師	

谷
田
　
和
子

事
務
職
員	

髙
木
由
紀
夫

事
務
職
員	

中
野
　
久
枝

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
三
年
七
月
一
日

ご予約お問合わせ 参集殿を地図確認 ▶

h t t p : / / w w w . s a n s y u d e n . j p
０４６７ｰ７５ｰ５５５５☎

ご注文受付
店頭渡し・配達
配達地域
お支払い

10：00～17:00迄
11：00～18:00
寒川町と近隣地区
現金のみ

4,860円（税込）

1,944円（税込） 2,160円（税込）
銀鱈西京焼き弁当

2,160円（税込）
魚介のバーベキュー弁当

1,944円（税込）
《180g》

2,700円（税込）
《230g》

お祝い彩り会席「なごみ」 国産牛ステーキ弁当

おうちでグルメ
プロの味を《テイクアウト＆デリバリー》で食卓へ

寒川町及び近隣地区
限 定

お持ち帰りのお客さま限定

をお付けします

◎スープ（特選西洋弁当）
◎汁　物（特選和食弁当）

相
　
模
　
第
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号
　

1011



寒
川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

7
月
〜
9
月

●末社御
み

祖
お や

神社
　秋季霊祭並合祀祭
　9月23日 （秋分の日）

　神嶽山神苑内に鎮座している末社の御
祖神社は、宮山在住の方を中心に結成さ
れた御祖講と呼ばれる講員の祖先がお祀
りされ、春と秋の２回に霊祭が斎行され
ています。

●末社宮山神社例祭
　9月29日

　宮山町内の氏神様として崇
敬されている宮山神社の例
祭が斎行されます。宮山神社
は、明治末から大正時代にか
けて宮山７つの地域の神様
を合祀した神社であり、八柱
の御祭神を奉斎しています。

●平和祈願祭
　8月15日

　昭和20年8月15日に終戦を迎え、
大戦の矛をおさめたこの日、末社宮山
神社境内に建つ平和の塔「和光」の
前にて、世界の恒久平和を祈念します。

●浜降古式祭
　7月15日

　長きに亘って7月15日に
斎行されていた浜降祭が、
７月の「海の日」に変更さ
れたことに伴い、歴史ある
浜降祭祭典日を永く後世
に伝えるための祭典です。

　当神社および寒川神社参集殿においては、例年通りの御祈祷の御奉仕および通常営業を致しておりますが、
ご参拝・ご来館の皆様の健康と安全を考慮し、それぞれ施設ごとの感染症予防対策を実施しておりますので、
皆様のご理解とご協力を何卒お願い申し上げます。

寒川神社・寒川神社参集殿
新型コロナウイルス感染症防止対策の取り組みについて

◆寒川神社　境内における対応◆
	 ・お参りは、滞在時間を短くしていただきますようお願い致します
	 ・境内での飲食、食べ歩き等の行為は感染症対策の観点よりご遠慮願います
	 ・境内各所窓口にアクリル板を設置し、飛沫防止対策を実施しております
	 ・境内各所への消毒液の設置、不特定多数の方が触れる物への消毒の徹底をしております
	 ・授与所は通常通りの対応をしております　※授与品はホームページに掲載しております
	 ・神嶽山神苑・方徳資料館は開苑・開館しております
	 ・御朱印は書置きにて対応しております

◆寒川神社　御祈祷の対応◆
	 ・御祈祷申込所の入口にて非接触型体温計にて検温致しますので、ご協力ください
 　※発熱・軽度の咳・咽頭痛・倦怠感などの症状がある方は、御祈祷をご遠慮いただく場合がございますのでご了承ください

	 ・控室には空気清浄機を設置し、換気を行っております
	 ・控室では湯茶接遇は行わず、御祈祷時の格衣（白いお召し物）の着用もいただいておりません
	 ・御祈祷を受けられる方の人数制限を行い、参拝者同士の接触を避けられるように案内人数を制限しております
	 ・郵送による御祈願並びに授与品の郵送対応を承っております　※詳細は本誌8・9ページ、またはホームページをご覧ください
	 ・御神前に上がらずに神札をお持ち帰りいただく方法を承っております

◆寒川神社、寒川神社参集殿　職員の対応◆
	 ・マスク着用にて対応しております
	 ・事務所内にも消毒液を設置して、消毒の徹底をしております
	 ・出社前の検温を徹底し、感染が疑われる症状の職員に関しては出勤を控えております

◆寒川神社参集殿　全体の対応◆
	 ・参集殿正面玄関にサーマルカメラを設置して入館者の検温を行っております
	 ・入場口の制限、混雑時には宴会場を開放するなどの３密防止対策を行っております
	 ・不特定多数の方が触れるドアノブやエレベーターボタンなどは適宜消毒を行っております
	 ・各フロアに消毒液を設置し、飛沫防止のため受付に仕切りを設置しております

◆寒川神社参集殿　宴会場の対応◆
	 ・規模や人数などを考慮した会場の確保、時間帯別フロア貸しや全館貸し切りにするなどの対応を行っております
	 ・会場内のテーブルでは、適度な間隔が確保できるよう椅子を配置し、飛沫防止のためのアクリル板を設置しております
	 ・料理の提供は個人盛りとし、テイクアウトの料理もご用意しております

7月以降のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の影響により、7月
１日現在の予定を掲載しております。
　変更があり次第、ホームページにてご案内
致します。

相模薪能例祭 浦安の舞8月　葉月
15日	 正午	 平和祈願祭
	 午後5時30分	相模薪能奉告祭

7月　文月
15日	 午前8時30分	 浜降古式祭
22日	 午前10時	 浜降祭奉告祭
23日	 午前11時	 虫送り祭

9月　長月
19日	 午前10時	 商工祈願祭並献灯奉告祭
	 午後1時	 例祭宵宮祭
	 午後2時	 流

や ぶ さ め

鏑馬神事
20日	 午前10 時	 例祭
23日	 午前10 時	 安藤由勝大人命
	 	 　伊集院直彦大人命
	 	 　　他命等の慰霊祭
	 午後 1時	 末社御祖神社
	 	 　秋季霊祭並合祀祭
29日	 午前10 時	 末社宮山神社例祭

毎月1日・20日	
	 午前8時30分	 月次祭（9月20日除く）

相
　
模
　
第
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「神輿」って何？

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、あ
と
半
年
と
な
り
ま

し
た
。自
粛
生
活
が
続
き
、日
々
の
目
標
や
い
つ

も
の
時
期
に
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。お
祭
り
も
例
年
行

う
こ
と
で
人
か
ら
人
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
年
間
も
自
粛
致
し
ま
す
と
そ
の
継
承
が
薄

く
な
っ
て
参
り
ま
す
。こ
の
与
え
ら
れ
た
時
間

に
次
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
の
資
料
を
整
え
、備

え
を
十
分
に
し
て
、来
る
べ
き
時
の
準
備
を
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
俊
）

編
集
後
記

第
5
2
5
号　
令
和
3
年
7
月
1
日

発
行
所
／
寒
川
神
社
社
務
所　

☎
0
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〜木札のご紹介〜
毎月1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1体 2,000円で頒布しております。
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長月
「9月」

　皆さんは「神社と言えば…」と聞かれたときに何を
思い浮かべますか？「お祭り」という方もいらっしゃれば、
「お祭り」のイメージから、神輿を連想する方も多いと
思います。では、そもそも「神輿」とは何なのでしょうか？
神輿は「みこし」または「しんよ」と読み、「御輿」
と表記することもあります（この場合は「しんよ」とは
読みません）が、全て同じ意味であり、神社にお鎮ま
りになっている神様が移動する手段として使う乗り物の
ことを指します。その起源は古く、奈良時代まで遡ると
され、現代では広く全国の神社に広がり、鳳凰など
があしらわれた豪華絢爛な神輿を全国各地で見ること
ができます。
　神輿を担いで神社の外に出ることを「神幸」とか「渡
御」などといいます。普段は神社にいらっしゃる神様が、
我々人間が住む地域にお出ましになられ、その御神威
（神様のお力）を示すとともに、地域の安全と繁栄を

祈るのです。地域生活の輪の中心に神様がいらっしゃ
ることを感じることができる瞬間です。年に数回の神輿
渡御に人が集まり町内を練り歩く、そこには年齢・性別・
利害の区別もないので、地域の「輪」はやがて「和」
になっていきます。
　ちなみに、オリンピックを機に日本文化が再注目さ
れていますが、今では「Mikoshi」が世界共通言
語として理解されるようになってきました。少し前までは
「small	 shrine（小さな神社）」とか「portable	
shrine（持ち運びできる神社）」などと表現されていま
した。言葉が持つ力（言霊）を考えれば、日本語の
響きのまま伝えられる方が素晴らしいですが、以前の表
現も的を射たものであったように感じます。
　コロナ禍で夏祭りも中止になった地域も多いと思いま
す。1日も早く、盛大に神輿渡御ができることを祈るば
かりです。

次号『相模526号』は令和３年10月1日に発行します

JR相模線	宮山駅より徒歩5分　　圏央道	寒川北ICより1㎞

祝祭日には国旗を掲げましょう

http://www.samukawajinjya.jp
本誌のバックナンバーは当神社
ホームページよりダウンロードできます。

Official	SNS Youtube・インスタグラム・LINE公開中
表紙裏ページからチェック！
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